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特
集 

《2》 

分
野
別
政
策
史

⑨ 

経
済
政
策
史
　
～ 

政
策
形
成
の
点
か
ら
面
への
飛
躍 

～

政

策

五

十

年

史

1

調
査
季
報
の
経
済
政
策
史

❶「
調
査
季
報
」の
出
発（
１
９
６

３
年
）
か
ら

ア　

経
済
政
策
の
課
題
づ
く
り

　

調
査
季
報
の
第
１
号
で
は
、
横

浜
に
お
け
る
高
度
成
長
が
公
害
な

ど
の
歪
み
と
し
て
顕
在
化
し
始
め

て
い
た
時
代
状
況
を
反
映
し
て
、

「
横
浜
市
の
工
業
化
政
策
と
都
市

問
題
」（
鳴
海
正
泰
）
で
基
本
的

な
課
題
提
起
を
し
て
い
る
。

　

都
市
を
一
つ
の
経
営
体
と
し
て

扱
う
経
済
学
的
方
法
で
は
、「
工

場
誘
置
」
が
結
局
は
「
税
収
の
増

加
」
と
い
う
単
純
な
方
程
式
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
、
急
速
な
工
業

化
に
伴
い
道
路
等
の
ハ
ー
ド
イ
ン

フ
ラ
、
人
口
増
に
伴
う
教
育
、
保

健
衛
生
な
ど
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ

が
、「
行
政
需
要
」
と
し
て
自
治

体
財
政
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
工

業
化
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
プ
ラ

ス
面
は
予
想
し
た
ほ
ど
に
は
な
い

と
仮
設
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
上

で
「
社
会
的
費
用
」「
外
部
経
済
・

外
部
不
経
済
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
横
浜
独
自
の
工
業
化
な
ど
経

済
政
策
の
再
検
討
と
理
論
構
築
を

提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ　

経
済
政
策
の
自
立
か
ら
全
体

像
へ

　

第
１
号
以
後
、
当
面
す
る
諸
課

題
で
様
々
な
論
文
が
提
起
さ
れ
て

き
た
が
、
１
９
７
７
年
の
56
号
の

「
地
域
経
済
の
確
立
へ
向
け
て
」

（
大
場
浪
男
、
横
山
悠
、
斉
藤
淳

一
）
で
は
、
横
浜
の
産
業
構
造
を

国
内
、
首
都
圏
、
市
内
経
済
向
け

と
区
分
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
循
環
と

ロ
ー
カ
ル
循
環
の
総
合
的
均
衡
的

発
展
と
い
う
循
環
論
で
、
横
浜
経

済
の
全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
横
浜
経
済
の

課
題
の
特
徴
を
「
比
較
優
位
性
」

に
よ
り
簡
潔
に
ま
と
め
、
そ
の

際
、
市
内
経
済
活
性
化
の
目
標

を
、「
税
収
の
増
加
」
だ
け
で
は

な
く
、「
市
民
の
雇
用
安
定
で
消

費
者
利
益
の
擁
護
」
を
基
本
の
一

つ
と
し
て
付
け
加
え
、
労
働
集
約

型
（
雇
用
吸
収
力
が
大
）
産
業
等

へ
の
育
成
・
誘
導
を
重
視
し
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
の
提
起
は
、
こ
れ
ら

労
働
集
約
型
産
業
の
担
い
手
で
あ

る
「
中
小
企
業
へ
の
再
評
価
」
で

あ
る
。
中
小
企
業
の
存
在
は
大
企

業
の
補
完
だ
け
で
は
な
く
、
新
し

い
役
割
と
し
て
、
ア
市
民
へ
の
雇

用
機
会
の
提
供
、
イ
消
費
者
利
益

へ
の
貢
献
の
問
題
、
ウ
都
市
型
産

業
と
し
て
の
中
小
企
業
の
持
つ
適

応
力
、
が
地
域
経
済
の
確
立
に

と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
経
済
局
で
は
、
戦
後

の
高
度
成
長
の
前
期
（
１
９
４
６

～
１
９
６
４
年
）に
お
け
る
公
害
・

住
工
混
在
な
ど
の
歪
み
に
は
、
社

会
資
本
の
整
備
等
に
よ
る
外
部
経

済
の
付
与
と
公
害
等
の
外
部
不
経

済
の
除
去
を
積
極
的
に
推
進
す
る

姿
勢
を
示
し
、
ま
た
、
中
小
企
業

の
体
質
改
善
、
生
産
設
備
の
近
代

化
に
向
け
て
は
、
小
規
模
商
工
業

者
と
企
業
形
態
の
中
小
商
工
業
者

の
課
題
整
理
を
行
い
、
帳
簿
記

帳
、
金
融
対
策
と
組
織
化
指
導
を

進
め
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
中
小
企

業
診
断
士
の
集
ま
り
で
あ
る
「
中

小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

（
１
９
６
４
年
３
月
）
を
行
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、「
個
性
的
な
地
域

空
間
を
自
治
体
独
自
で
下
か
ら
積

み
上
げ
て
い
こ
う
」
と
す
る
気
概

と
と
も
に
企
業
活
動
と
市
民
生
活

の
調
和
を
図
る
姿
勢
が
前
面
に
出

て
い
る
の
で
あ
る
。

❷
横
浜
の
も
の
づ
く
り

　
「
横
浜
市
の
工
業
」(

従
業
者
数

４
人
以
上)

に
よ
る
と
図
１
の
よ

う
に
１
９
５
１
年
１
，
７
６
４
事

業
所
で
あ
っ
た
も
の
が
、
１
９
７

０
年
に
は
３
・
01
倍
の
５
，
３
１

執
筆兼

松
　
仁
礼
夫

経
済
局
経
済
企
画
課

＜参考＞主要産業の生産額の時系列変化（「横浜市の市民経済計算」より）

※毎年時系列の数値においては遡及改訂が行なわれるため、1996年度と2008年度の
　改訂された数値を利用して接合した。
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７
事
業
所
と
急
増
し
た
。
こ
う
し

た
急
激
な
工
業
化
に
も
次
に
述
べ

る
課
題
が
あ
っ
た
。

ア　

課
題
へ
の
対
応

　

高
度
成
長
期
の
公
害
と
住
工
混

在
の
課
題
に
対
し
て
は
、
中
小
企

業
の
金
沢
埋
立
地
へ
の
移
転
（
28

号 

野
地
博
、
75
号 

高
橋
道
夫
、

吉
田
正
博
、
稲
村
守
彦
他
）
に
み

ら
れ
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ

た
。
も
う
一
つ
は
工
業
等
制
限
法 

（
１
９
５
９
～
２
０
０
２
年
） 

な

ど
の
制
限
三
法
で
あ
っ
た
。
こ
の

課
題
は
、
工
業
都
市
と
し
て
の
成

長
が
止
ま
り
つ
つ
あ
る
横
浜
に

と
っ
て
、「
工
業
港
湾
都
市
」
の

衰
退
に
も
繋
が
る
と
危
機
感
を

伴
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　

具
体
的
に
は
、
制
限
三
法
は
横

浜
市
域
の
海
側
区
域
で
の
新
た
な

集
積
・
投
資
の
拡
大
が
止
め
ら

れ
、
同
時
に
制
限
地
区
内
の
工
場

移
転
跡
地
は
、
主
に
マ

ン
シ
ョ
ン
化
が
進
み
、

そ
の
結
果
住
工
混
在
と

な
り
、
更
に
工
場
移
転

を
誘
引
す
る
な
ど
悪
循

環
を
引
き
起
こ
す
要
因

の
１
つ
と
な
っ
て
い
た

（
75
号 

江
成
籐
吉
）。

　

こ
の
二
つ
の
問
題

は
、「
工
場
誘
致
」
方

策
が
、
工
場
の
労
働
集

約
的
な
点
と
生
産
さ
れ

る
製
品
が
貿
易
と
直
結

し
港
経
済
と
連
動
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
今
後

は
経
済
循
環
と
雇
用
確

保
を
弱
め
る
と
の
危
機

感
を
伴
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
間
、
工

場
が
「
労
働
集
約
型
か

ら
資
本
集
約
型
」
へ
と

変
わ
り
、
日
本
の
も
の

づ
く
り
の
課
題
が
「
如

何
に
つ
く
る
か
」
か
ら
「
何
を
つ

く
る
か
」
に
重
心
移
動
を
始
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
横
浜
に
お
い
て

も
生
産
工
場
が
開
発
・
試
作
部
門

を
併
設
し
、
次
第
に
独
立
し
た
研

究
開
発
部
門
に
変
化
し
、
そ
の
研

究
開
発
部
門
は
本
社
の
営
業
部

門
、
さ
ら
に
公
的
な
学
術
研
究
部

門
、
大
学
な
ど
と
の
連
携
を
強
め

て
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
港

経
済
へ
の
貢
献
よ
り
国
内
外
で
の

機
能
分
業
（
ハ
イ
テ
ク
化
）
や
連

携
方
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
結
果
、
横
浜
市
は
従
来
の

「
工
場
誘
致
」
政
策
か
ら
大
都
市

型
ハ
イ
テ
ク
工
業
の
集
積
政
策
へ

と
大
き
く
転
換
を
図
り
、
国
へ
の

制
限
三
法
の
回
避
や
見
直
し
要
望

の
根
拠
に
、
新
た
な
意
味
を
持
た

せ
た
の
だ
っ
た
。

イ　

政
策
転
換
の
結
実

　

政
策
転
換
が
進
む
と
と
も
に
、

80
年
代
後
半
か
ら
は
白
山
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
、
大
黒
町
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
パ
ー
ク
（
98
号 

矢
野
滋

彦
、
飯
田
隆
、
稲
村
守
彦
）、
内

陸
部
イ
ン
ナ
ー
パ
ー
ク
、
テ
ク
ノ

ウ
ェ
ー
ブ
１
０
０
、
金
沢
バ
イ
オ

パ
ー
ク
、
舞
岡
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

の
拠
点
形
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

次
々
と
施
行
さ
れ
、
１
９
９
４
年

に
は
企
業
の
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
開

発
）
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め

の
施
設
、
金
沢
ハ
イ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
に
結
実
し
た
。
こ
の
よ
う
な

政
策
転
換
に
応
じ
た
拠
点
に
ハ
イ

テ
ク
・
外
資
系
企
業
の
誘
致
が
図

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

❸
横
浜
の
商
業
～
商
店
街
を
中
心

に
～

ア　

商
店
街
に
つ
い
て　

　

小
売
商
業
で
は
、
当
初
よ
り
小

規
模
な
「
生
業
的
商
業
者
」
が
幅

広
く
存
在
し
、
そ
の
課
題
を
明
確

に
し
な
が
ら
適
正
規
模
・
協
同
化

へ
、
そ
の
他
の
「
企
業
形
態
を
持

つ
商
業
者
」
に
は
、
経
営
診
断
指

導
、
制
度
金
融
へ
の
提
案
が
な
さ

れ
て
い
た
（
８
号 

碓
井
貢
）。

　

し
か
し
横
浜
市
独
自
の
政
策
づ

く
り
は
、「
商
店
街
と
ま
ち
づ
く

り
」（
60
号 

前
田
寿
）
で
の
本
格

的
な
商
店
街
分
析
に
よ
っ
て
、
整

理
が
さ
れ
始
め
た
。
こ
こ
で
は
商

店
街
を
近
隣
、
地
区
、
広
域
型
の

タ
イ
プ
別
に
分
け
た
上
で
、「
商

店
街
」
と
は
、「
売
場
」、「
買
場
」

と
「
接
触
・
交
流
等
の
場
」
の
３

つ
の
場
の
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り

消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生

き
生
き
と
反
映
で
き
る
「
舞
台
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト

を
「
商
品
・
業
種
構
成
の
活
性
化
」

と
「
景
観
と
生
活
施
設
の
活
性

化
」、
そ
し
て
「
商
店
街
の
管
理
・

運
営
の
活
性
化
」
の
３
つ
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
分
析
は
現
在
も
引

き
継
が
れ
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

イ　

大
型
店
問
題

　

商
店
街
の
も
う
一
つ
問
題
は
、

「
大
型
店
進
出
問
題
」（
64
号 

細

谷
延
）
で
あ
る
。
横
浜
経
済
に
お

け
る
小
売
業
の
特
徴
は
、
ア
市
民

の
潜
在
購
買
力
は
大
き
い
が
、
イ

人
口
急
増
に
市
内
小
売
業
は
対
応

で
き
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
こ
れ
が
大
型
店
に
と
っ

て
横
浜
は
魅
力
あ
る
「
市
場
」
で

あ
り
、
競
合
し
て
い
く
根
拠
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
型
店
進
出
問
題
の
経
過
は
、

１
９
７
３
年
の
大
店
法
の
制
定
、

強
化
及
び
１
９
９
４
年
の
規
制
緩

和
、
２
０
０
０
年
に
は
廃
止
、
周

辺
環
境
に
つ
い
て
の
「
大
店
立
地

法
」
が
制
定
さ
れ
る
変
遷
が
あ
る

が
、
商
業
集
積
地
間
の
競
争
関
係

や
地
域
商
圏
内
の
大
型
店
と
商
店

街
の
緊
張
関
係
が
シ
ビ
ア
に
現

れ
、
潰
し
合
い
の
関
係
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
模
索
し
て
い
る
（
１
４
２
号 

浦
崎
真
仁
）。

ウ　

再
び
商
店
街
の
役
割

　

単
に
消
費
者
指
向
の
調
査
を
行

う
と
、
最
寄
品
で
は
ス
ー
パ
ー
指

向
に
、
買
回
品
で
は
専
門
店
指
向

が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
。
し
か
し
、
地
域
に
根
付
く
商

店
街
の
役
割
を
「
経
営
施
設
」
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
生
活
施

図１　市内製造業の推移（「横浜市の工業」より）
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設
・
都
市
施
設
」
と
し
て
の
機
能

を
生
か
し
、
街
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、
と

改
め
て
１
９
７
６
年
当
時
の
商
業

課
で
は
検
討
し
て
い
る
（「
横
浜

経
済
と
市
民
生
活
」）。

　

そ
の
た
め
に
横
浜
市
と
し
て
、

ア
小
売
商
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立
、

イ
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
と
小

売
商
業
等
の
産
業
立
地
の
両
立
を

図
る
た
め
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の

都
市
計
画
的
立
地
規
制
の
導
入
、

ウ
大
型
店
の
影
響
を
受
け
る
地
元

中
小
小
売
業
者
が
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
適
応
す
る
た
め
商
業
振
興
の
メ

ニ
ュ
ー
の
一
層
の
充
実
、
を
提
案

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
83
号
（
１
９
８
４
年

11
月
）
で
は
、「
横
浜
と
商
業
」

が
特
集
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
小
売

商
業
の
集
積
は
地
域
文
化
そ
の
も

の
と
捉
え
、
商
店
街
は
市
民
生
活

の
最
も
基
本
的
な
施
設
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
人
々
の

生
活
志
向
に
適
切
に
対
応
し
た
小

売
商
業
の
振
興
・
育
成
を
図
る
こ

と
は
、
行
政
の
基
本
的
な
役
割
で

あ
る
と
断
じ
、
そ
の
振
興
・
育
成

に
置
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
の
街
づ
く
り
と
関
連
さ
せ
、

都
市
と
し
て
の
総
合
魅
力
ア
ッ
プ

戦
略
（
暮
ら
し
や
す
さ
）
の
中
で

考
え
る
視
点
を
強
調
し
て
い
る

（
鈴
木
幸
生
）。

　

多
様
な
市
民
の
需
要
に
応
え
る

商
店
街
へ
の
期
待
は
、

「
卸
売
業
、
小
売
業
お

よ
び
飲
食
業
の
総
数
で

は
１
９
７
２
年
か
ら
１

９
８
２
年
に
か
け
て
、

商
店
数
で
１
・
33
倍
、

従
業
者
数
で
１
・
３
倍
、

年
間
商
品
販
売
額
で

３
・
58
倍
に
ま
で
活
発

に
推
移
し
た
（
83
号
よ

り
引
用
）」
姿
を
踏
ま

え
つ
つ
描
い
て
い
る
の

で
あ
る
。（
小
売
業
の

全
体
像
は
図
２
）

　

ま
た
流
通
革
命
と
成

熟
市
場
で
の
無
店
舗
販

売
な
ど
の
小
売
構
造
の

変
化
（
菅
原
一
孝
）、

商
店
街
の
現
状
と
課
題

に
対
応
し
た
施
策
と
そ

の
体
系
化
（
細
谷
延
、

松
江
節
子
、
佐
藤
雅
彦

他
（
83
号
））
で
は
メ

ニ
ュ
ー
の
根
拠
と
多
様

性
で
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た

感
が
あ
る
。
さ
ら
に
再

開
発
事
業
に
よ
る
商
店
街
再
生
に

つ
い
て
、
商
店
街
の
「
横
に
な
っ

た
百
貨
店
」
を
立
体
化
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
（
地

曳
良
夫
）。
中
心
市
街
地
の
活
性

化
で
は
、
高
齢
者
等
生
活
弱
者
と

の
関
係
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
役

割
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

前
面
に
登
場
し
、
区
役
所
の
役
割

を
押
し
出
し
て
き
て
い
る
。（
１

３
９
号 

秋
元
康
幸
、
小
沢
朗
、

長
谷
川
創
）
関
連
し
て
、「
港
北

区
の
区
政
懇
話
会
」
と
し
て
の
地

域
商
店
街
づ
く
り
や
工
業
問
題
懇

話
会
な
ど
の
区
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
興
味

深
い
（
85
号 

加
藤
真
知
子
）。

２

主
な
政
策
課
題
の
変
遷

❶
誘
致
政
策
の
変
遷

ア　

第
一
次
誘
致
方
策

　

開
港
以
降
の
政
策
は
、
も
と
も

と
約
１
０
０
戸
の
半
農
半
漁
の
寒

村
で
、
産
業
的
な
集
積
の
無
か
っ

た
“
横
浜
村
”
が
、
開
港
と
と
も

に
貿
易
港
と
し
て
急
速
に
拓
け
、

埋
め
立
て
た
京
浜
臨
海
部
に
外
部

企
業
の
誘
致
な
ど
で
「
集
積
の
基

盤
形
成
」
を
行
っ
て
き
た
手
法

で
、
そ
の
後
の「
工
業
港
湾
都
市
」

の
形
成
を
支
え
る
方
策
と
な
っ

た
。

イ　

第
二
次
誘
致
方
策

　

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
始
ま

る
誘
致
方
策
は
、
京
浜
臨
海
部
だ

け
で
は
な
く
、
内
陸
部
で
の
発
展

手
法
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
先

導
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た

の
が
１
９
６
０
年
の
「
工
場
誘
致

条
例
」
だ
ろ
う
。
東
京
か
ら
の
外

延
化
（
滲
み
出
し
）
に
よ
る
進
出

を
含
め
る
と
膨
大
な
工
場
が
、
横

浜
市
内
の
臨
海
部
と
内
陸
部
に
集

積
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
先
の
「
市

内
製
造
業
の
推
移
」（
図
１
）
で

分
か
る
。

ウ　

第
三
次
誘
致
方
策

　

さ
ら
に
、
１
９
８
０
年
代
に
入

る
と
、「
第
三
次
の
誘
致
方
策
」

と
で
も
い
え
る
段
階
に
入
り
、
国

主
導
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
な
ど

と
は
別
に
、“
地
域
・
都
市
か
ら

の
発
想
”
の
必
要
性
に
着
目
し
、

白
山
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
の
よ
う
に

工
業
で
は
ハ
イ
テ
ク
化
や
地
域
と

の
関
係
を
意
識
し
、
特
に
集
積
し

た
横
浜
企
業
と
誘
致
企
業
の
連
鎖

化
を
い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
を

課
題
と
し
て
い
る
（
87
号 

前
田

寿
）。

　

更
に
言
う
な
ら
、
誘
致
政
策
と

は
「
既
存
の
産
業
大
集
積
」
を
誘

致
企
業
に
よ
っ
て
「
都
市
型
の
生

産
構
造
へ
と
転
換
さ
せ
て
い
く
た

め
の
重
要
な
戦
略
的
手
段
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
」（
82
号 

渡

辺
巧
教
）
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
横
浜
の
経
済
政
策

の
主
要
な
柱
が
、
市
内
で
の
集
積

と
活
性
化
が
中
心
的
課
題
と
な

り
、
誘
致
方
策
は
ハ
イ
テ
ク
企
業

や
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
け
る

た
め
の
「
戦
略
的
手
段
」
と
な
っ

た
。ま
た
、「
企
業
誘
致
施
策
は『
ま

ち
づ
く
り
』
や
『
地
域
づ
く
り
』

の
た
め
の
政
策
手
段
の
1
つ
に
過

ぎ
な
い
」（
87
号 

五
島
哲
男
、
金

子
延
康)

と
さ
れ
る
な
ど
、
新
た

な
転
換
の
時
期
を
迎
え
た
の
で
あ

る
。

エ　

第
四
次
誘
致
方
策

　

最
後
に
、
現
在
も
続
い
て
い
る

「
第
四
次
の
誘
致
方
策
」で
あ
る
。

　

既
に
「
本
市
の
産
業
経
済
政
策

の
課
題
は
、
首
都
圏
の
中
核
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
経
済
中
枢
性
の
確

立
、
大
都
市
と
し
て
の
自
立
性
の

　　図２　市内小売業の推移（「横浜市の商業」より）
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強
化
に
あ
る
」（
83
号 

鈴
木
幸
生
）

と
し
て
い
た
。
飛
鳥
田
市
政
以
来

の
「
六
大
事
業
」
に
よ
る
横
浜
の

都
市
と
し
て
の
相
対
的
自
立
性
の

確
保
は
、
横
浜
の
都
市
像
の
基
本

目
標
で
あ
り
、
都
市
形
成
に
不
可

欠
な
課
題
で
あ
る
。

　

経
済
局
で
は
、
す
で
に
１
９
８

０
年
代
に
「
経
済
的
中
枢
機
能
」

を
は
じ
め
都
市
形
成
に
と
も
な
う

経
済
政
策
上
の
理
念
の
課
題
が
整

理
さ
れ
、
Ｍ
Ｍ
21
地
区
、
新
横
浜

な
ど
の
都
心
形
成
、
副
都
心
な
ど

を
始
め
と
し
た
都
市
整
備
と
歩
調

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
現
在
で
は
、
本
社
、
事

業
所
サ
ー
ビ
ス
、
理
化
学
研
究
所

な
ど
の
先
導
的
な
研
究
開
発
、
日

本
有
数
の
開
催
数
・
参
加
者
数
を

誇
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
形

成
、
外
資
系
企
業
集
積
も
着
実
に

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
「
大
集

積
」
の
戦
略
的
手
段
と
な
り
、
横

浜
経
済
の
内
発
的
な
発
展
と
し
て

の
循
環
力
と
自
転
力
、
つ
ま
り
自

立
性
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
逆
説
的
に
述
べ
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
時
流（
先
端
産
業
、

研
究
機
能
の
誘
致
等
）
に
乗
り
遅

れ
て
も
、
街
の
景
観
を
守
り
、
乱

開
発
を
く
い
止
め
、
都
市
の
骨
格

を
創
り
、
自
然
環
境
と
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
取
り
組
み
が
、
結
局

は
最
大
の
資
産
で
あ
る
と
の
、
次

の
新
し
い
価
値
観
の
時
代
が
く
る

の
で
は
な
い
か
（
87
号 

小
島
徹

夫
）、
と
い
う
点
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
誘
致
方
策
の

歴
史
的
変
遷
は
、「
集
積
の
基
盤

形
成
」
か
ら
「
臨
海
部
内
陸
部
の

バ
ラ
ン
ス
あ
る
大
集
積
」
へ
、
そ

し
て
「
既
存
集
積
を
成
長
産
業
へ

育
成
す
る
た
め
の
戦
略
的
手
段
と

し
て
の
誘
致
方
策
」
へ
と
転
じ
、

「
都
市
の
循
環
力
・
自
転
力
（
自

立
性
）
促
進
の
誘
致
方
策
」
と
発

展
段
階
を
踏
ん
で
き
た
が
、
こ
れ

ら
重
層
的
な
方
策
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

❷
内
発
論
の
政
策
意
識
の
経
緯

ア　

対
象
と
手
法

　

横
浜
経
済
の
内
発
的
発
展
は
、

当
初
は
そ
の
担
い
手
が
地
場
産
業

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
横
浜
で
は
芝

山
漆
器
、
元
町
ク
ラ
シ
ッ
ク
家

具
、
ス
カ
ー
フ
な
ど
が
地
場
産
業

の
代
表
格
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

地
場
産
業
の
う
ち
ス
カ
ー
フ
を
除

く
と
衰
退
傾
向
は
大
き
く
進
ん
で

し
ま
っ
て
い
た
（
53
号 

渋
谷
晴

男
、
赤
堀
郁
彦
）。

　

さ
ら
に
、
金
沢
工
業
団
地
の
形

成
時
に
お
け
る
企
業
へ
の
関
心

は
、
用
地
の
狭
隘
化
、
住
工
混
在

な
ど
に
伴
う
転
出
先
、
親
企
業
と

の
距
離
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
用

地
・
用
水
、
労
働
力
な
ど
の
確
保

で
あ
っ
て
、
集
積
論
、
地
域
循
環

論
は
行
政
施
策
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た（
28
号 

野
地
博
）。

　

１
９
５
６
年
の
神
武
景
気
以

降
、
日
本
経
済
は
大
企
業
群
が
再

形
成
さ
れ
、
当
時
の
自
治
体
も
大

企
業
の
工
場
誘
致
の
た
め
の
地
域

開
発
を
都
市
の
最
重
点
に
お
く
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
都
市
の
骨
格
づ
く
り

で
あ
る
六
大
事
業
の
進
捗
に
従
っ

て
、
地
域
経
済
的
視
点
、
そ
の
主

な
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の
再

評
価
が
求
め
ら
れ
始
め
て
き
た

（
56
号
）。
ま
た
内
発
力
の
担
い
手

と
し
て
「
都
市
型
成
長
工
業
」
が

提
起
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
産
業
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
意
識
的
に
形
成

し
よ
う
と
し
は
じ
め
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
集
積
し
た
中
小
企
業
群

で
着
実
に
一
つ
一
つ
の
事
業
を
つ

な
ぎ
、
紡
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
地
域

の
循
環
と
連
な
り
、
内
発
へ
の
う

ね
り
を
創
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

イ　

内
発
論
へ
の
志
向

　
「
大
分
・
一
村
一
品
運
動
の
実

際
」
で
は
、「
内
か
ら
の
地
域
振

興
」
で
地
域
再
生
の
道
を
示
し

（
84
号 

荒
伸
直
他
）、
横
浜
の
よ

う
に
既
に
一
定
の
産
業
集
積
が
存

在
す
る
大
都
市
で
は
、
既
存
資
源

を
活
用
す
る
内
発
型
で
ソ
フ
ト
イ

ン
フ
ラ
（
特
に
水
平
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
重
視
す
る
産
業
活
性

化
が
強
調
さ
れ
て
き
た
（
１
３
４

号 

長
谷
川
政
男
）。

　

１
４
２
号
（
２
０
０
０
年
６

月
）
の
特
集
“
21
世
紀
の
地
域
産

業
政
策
”
で
は
、「
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
既
存
産
業

の
集
積
が
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の

資
源
を
ど
う
高
度
化
さ
せ
、
ま

た
、
そ
の
集
積
を
い
か
に
有
機
的

に
結
び
つ
け
て
内
発
的
に
地
域
産

業
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
か
が
重

要
に
な
っ
て
い
く
」（
前
田
寿
）

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
内
発
的
産
業
で
「
効

果
を
持
っ
て
い
る
産
業
で
あ
る

『
移
輸
出
型
』
産
業
、
特
に
製
造

業
」が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、「
流

動
（
集
客
）
人
口
を
引
き
つ
け
る

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
」
を

提
示
し
、「
大
集
積
」
に
新
た
な

魅
力
的
な
産
業
空
間
と
街
づ
く
り

を
結
び
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性
を

強
調
し
て
い
る
（
１
４
２
号 

宮

坂
彰
志
）。

　

加
え
て
政
策
と
支
援
対
象
を
意

識
し
て
「
産
学
連
携
、
地
域
科
学

技
術
政
策
」（
１
３
５
号 

山
本
治
、

塩
田
進
）
の
手
法
や
集
積
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
有
機
的
連
関
・
循
環
性
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
強
調
し
、
こ

れ
を
動
か
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
な
ど
も
提
起
し
て
い
る 

（
１
７
０
号 

山
崎
善
弘
、
吉
岡
信

也
、
高
木
秀
昭
）。

　

ま
た
、
経
済
活
性
化
の
担
い
手

は
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
」（
１
４

２
号 

今
富
雄
一
郎
）
は
も
ち
ろ

ん
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で

多
様
化
し
て
い
る
（
１
５
２
号 

大
友
靖
子
、
１
７
１
号 

特
集
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
）。

　

こ
れ
ら
市
民
事
業
の
展
開
に
経

済
の
活
性
化
の
一
端
が
依
存
し
て

い
る
と
な
る
と
、
新
た
な
行
政
に

よ
る
経
済
施
策
は
、
彼
ら
市
民
が

展
開
し
や
す
い
社
会
的
経
済
的
イ

ン
フ
ラ
、
教
育
や
文
化
的
な
暮
ら

し
の
イ
ン
フ
ラ
、
技
術
や
経
営
に

お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
仕
組
み
の
中
に
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
は
運
動
論
か
ら
の
視

点
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
）
が
重
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
横
浜
経
済
の
内
発
的

発
展
方
策
と
多
様
な
資
源
と
誘
致

戦
略
が
か
み
合
い
、
新
た
な
手
法

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
本
稿
を
終
え
る
に
当
た

り
、
調
査
季
報
の
50
年
史
を
つ
ぶ

さ
に
読
ん
で
み
る
と
、
先
人
た
ち

の
多
様
な
知
恵
に
驚
か
さ
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
今
後
、
経
済
政
策
の

飛
躍
を
図
る
に
は
、Ａ
．マ
ー
シ
ャ

ル
の
「
森
の
比
喩
」（
集
積
論
）

か
ら
「
知
恵
の
森
」
へ
と
飛
躍
す

る
よ
う
に
、
一
旦
下
が
っ
て
助
走

の
必
要
性
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
し

か
も
助
走
距
離
も
飛
ぶ
距
離
に
応

じ
た
準
備
が
必
要
な
の
で
あ
る
。




